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高松市在中の聴覚障害者池川洋子さんの娘さんが進学を希望する専門学校のオープンキャンパス時に開催される保護者説明会に参加しようと手話通訳者の派遣申請をしたところ、市外であることや保護者説明会は客観的に見て参加する必要性が乏しいとの理由で派遣申請が却下されました。不服申立を行いましたがそれも却下され、裁判所に提訴しました。
　提訴後民事裁判における情報保障（池川さんと傍聴者に対する情報保障）に関する協議を裁判所と重ね、池川さん、傍聴者に対する情報保障を公費負担で準備することはできませんでしたが、傍聴者の情報保障については、要約筆記、手話通訳、盲ろう通訳に関する私たちの要望は概ね受け入れてもらえました。
[image: image2.wmf]　現在は、2回目の期日にむけ、弁護団、考える会も準備を進めています。

皆様頂いたカンパは、６００万円を超えました。ありがとうございます<m(__)m>

しかし、当初の目標金額の1,000万円には、やっと半分を超えたところで、
財政的に厳しい状態です。
「いつでもどこでも手話通訳を！」「私たちの願いが届くまで」を合言葉に、
この活動が続けられるよう今後も皆様のご支援をよろしくお願いします。
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今回、払込用紙をお送りしています。皆様のご協力をよろしくお願いします。
払込用紙に必要事項をご記入して、郵便局で払込してください。

なお、払込手数料は恐れ入りますが各自でご負担願います。

　　

　　問い合わせ先
　　　　　高松市の手話通訳派遣を考える会　

Fax：087(891)1831　　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：takamatsu-haken@keb.biglobe.ne.jp　
高松市の手話通訳派遣拒否に係る裁判に


ご支援ください


ご支援ください





皆さん暑い日が続いていますが、いかがお過ごしでしょうか？


今までたくさんのカンパを頂き心からお礼申し上げます。


9月30日に2回目の裁判がひらかれます。是非傍聴に来てください。


本格的に裁判が始まり、「いつでもどこでも手話通訳を！」そんな社会になるように私も頑張っています。この裁判が私たち聴覚障害者にとって


意義のあるものにするためには、今後も皆さんのご支援、ご協力が不可欠です。カンパのご協力よろしくお願いします。











